

































１  ミカエリスについて  
 
























































２  『霊についての言説』の目次  
 
 まず、本書の目次を記しておく。  
 




第 2 章 霊は身体をもっているか  
 
第 3 章  天使の創造、天使の善良さ、あるいは悪意について  
 














第 7 章  妖術師について。女性たちのほうが男性たちより、より妖術師にな
る  
 
第 8 章 悪魔を利用したりそれに仕えたりすることに、どんな危険があるか
と尋ねる者たちへの答え  
 
第 9 章 供述に含まれている諸事項は夢によって生じたととらえられるべ
きか、あるいは真実、現実ととらえられるべきか  
 
 以上のように、本書は 9 章から構成されている。さらに巻末に、ミカエリ






















































































































































































































































（ST., I, q. 114. a. 4. ad. 2）。神は普遍の摂理によって悪霊たちを用いるが、
悪霊たちには超自然の恵みはなく、奇跡の業は自らと自らのものたちに取り
置いている。妖術師たちがしていることはすべて悪魔の本性的な力による。 










































繁に起こることがすでに予言されていたのである  。  
 
 
 最後の一文の「世界の終末時に」という言葉に注目しておきたい。フラン
スでは 16 世紀をとおして終末論的思潮の流行が見られ、宗教戦争の行われ
ていたあいだはこれが一段とエスカレートした。人々は異端が増大すると、
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これとともに彗星、日食、洪水などの天変地異やさまざまな災害が頻繁に起
きていると信じたが、このことは、「ヨハネの黙示録」の流行を促し、「神の
間近の再臨」を前に一種の集団的な「恐怖」を呼び起こしたとされる  。ミカ
エリスは『霊についての言説』において、妖術を終末論的な枠組みの中で解
釈している。クラークによれば、ミカエリスは「世界の終わりには妖術が広
く行われるだろう」とする教父の予言に基づいて妖術師たちの行為に関して
言われていることを真実として受け入れていたという  。サタンの力が増大
する終末が到来しているという恐怖は、妖術師たちの暗躍を確信させる根拠
となっていたと考えられる。  
 
 
おわりに  
 
 ミカエリスは、まず、霊が存在するか、悪魔の力はどれほどのものなのか
という、妖術師とかかわる根本的な問題を検討した。そして、聖書、アウグ
スティヌスやトマスをはじめとした教父の言葉と歴史上の事実を基盤とし、
そこに見聞きした経験を加味することによって、妖術の実在は疑いえないも
のであると主張した。このように、彼の論証の骨子となっていたのは、権威
と経験（普遍性は経験されることにより獲得されるため、ここに含める）で
あった。この両者が巧みに組み合わされているため、そこにはある種の合理
性が感じられる。この「合理性」こそが「魔女狩り」を思想的に支えていた
ものであったように筆者には思われる。人間が判断するものであるがゆえに、
何が合理的であるかは時代や場所によって大きく異なる。今日私たちが合理
的であると見なしていることがらの中にも、数百年後に愚行の烙印を押され
るものもあるかもしれない。合理性の暴走ほど恐ろしいものはない。人間の
知性の危うさを本書は再確認させるものでもあった。  
 ミカエリスの生きた時代のフランスは宗教戦争の惨禍の渦中にあり、ペス
トや凶作に繰り返し見舞われていた。「魔女狩り」の問題を考えるとき、この
ような外的要因は非常に重要なものである。平和で悪の気配の希薄な社会に
あっては、妖術師たちの所業がリアリティをもって迫ってくることは考えに
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くい。人為的なあるいは自然による災害により、危機的な状況に陥ると防衛
本能が働くのは動物として自然なことである。その際に、自己を護り、優先
させるために他者をないがしろにする、さらには犠牲にするようなことも起
こりうる。そのような場から悪魔は滋養を得るのだと考えられる。  
